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交流委員会

２０２０年度　一般社団法人天草本渡青年会議所
委員会年間事業計画書

高瀧悠一郎

森　　匡史

長元あゆみ

喜多　千郷

倉田阿希乃

事　  業　  名 地域郷土芸能への取り組み（天草ハイヤ、明豊躍友会）

事  業  番  号 その他１ 事 業 実 施 月 通年

明るい豊かな社会の実現に向け、有益な事業を実施するためには、行政や企業、各種諸団体など地域に住む人々と協力し、地
域の問題意識や情報、ノウハウ等を共有することが不可欠です。また、青年会議所の事業を継承し、対外に向けて魅力を発信
するには、何より会員が、楽しく・明るく・元気に活動する必要があります。そこで、各種諸団体等と交流する機会を設け、
問題意識やノウハウ等を共有することを目指します。また、会員同士が気軽に集い、語り合って親交をを深めることで、一体
感のある楽しい青年会議所を目指します。

毎月開催　20:00～22:00

その他必要に応じ随時

ＪＣ会館　会議室

その他必要に応じ随所

委員会メンバー同士が密に連帯を図り、協力しあい助け合いながら、和気あいあいと楽しく活動する委員
会にしていきます。委員の貴重な時間を頂いていることを意識し、資料を事前に配布、配信し委員会をス
ムーズに進行し時間通りの運営をしていきます。

事業概要
（方法・手段）

天草ハイヤに、メンバーが積極的に参加してもらい、家族・友人・知人との交流を深めます。メンバー同士
で切磋琢磨し、みんなで踊りの質を向上しより良いステージを作り上げることで、メンバー間の交流を増や
します。ハイヤ道中総踊りでは、天草本渡青年会議所をアピールできる山車を制作し、天草本渡青年会議所
を地域の方々に広く知ってもらい、ハイヤを通して様々な人達との交流を深めます。

予  算 内部事業資金 170,000 20,000 合  計 190,000

事 業 の 内 容 会員研修及び会員との交流を深める事業　等

定款（法人の事業又は目的）上の根拠 定款第4条 第1項 第8号

事業目的
（背景・目的）

天草地域に継承されてきた地域の伝統文化である天草ハイヤを通して、郷土愛を育み、地域愛に溢れる人材
を増やします。現会員や卒業生、家族や知人、友人と天草ハイヤに参加してもらい、親交を深めます。ま
た、明豊躍友会として地域のイベントに参加し、活気溢れる踊りで、天草本渡青年会議所を広く市民にＰＲ
する事を目的とします。

事業報告 2020 10 審議

財  源
花しょうぶまつり出演料20,000円

2019 11 討議

2020 1 審議

2019 12 協議議案上程
スケジュール

事業計画

事 業 の 内 容 会員研修及び会員との交流を深める事業

定款（法人の事業又は目的）上の根拠 定款第4条 第1項 第8号

事業目的
（背景・目的）

当会議所は、１９６３年に承認され、先輩方から伝統と知見を引き継いで存続しています。また、シニアク
ラブ・関係諸団体・他ＬＯＭなど様々な団体の協力を得て事業活動を行っています。２０２０年度の事業活
動においても、他団体のみなさまの協力を頂くことは不可欠です。そこで、新年度の開始にあたり、改めて
他団体のみなさまに感謝の気持ちを示すとともに、２０２０年度の方針への理解を深めていただき、他団体
のみなさまとの連携をさらに強固なものとします。

事　  業　  名 新年賀詞交歓会の企画・実施

事  業  番  号 その他１ 事 業 実 施 月 １

事業概要
（方法・手段）

シニアクラブ・関係諸団体・県内他ＬＯＭを中心とする交流ＪＣなど多くの方に出席していただくため、早
めに日程を決定し、速やかに案内の発送を行います。また、メンバーの参加を促進し、メンバーへの説明会
を開催して、事業内容や進行について情報共有することで、各メンバーが自分の役割を意識してよりよいお
もてなしができるよう配慮します。

予  算 内部事業資金 120,000 0 合  計 120,000

2019 10 協議

事業報告 2020 3 審議

議案上程
スケジュール

事業計画
2019 11 審議



月

外部導入資金

外部導入資金

外部導入資金

外部導入資金

外部導入資金予  算 内部事業資金 0 0 合  計 0

予  算 内部事業資金 0 0 合  計 0

予  算 内部事業資金 0 0 合  計 0

事 業 の 内 容 会員研修及び会員との交流を深める事業　等

定款（法人の事業又は目的）上の根拠 定款第4条 第1項 第8号

事業概要
（方法・手段）

地域貢献活動等により、各会員との交流をし、より良い関係を築きあげる。
又、相互のメンバーを対象とした合同企画を実施します。

事  業  番  号 その他１ 事 業 実 施 月 通年

事　  業　  名 忘年会の企画・実施

事  業  番  号 その他１ 事 業 実 施 月 １２

事業概要
（方法・手段）

委員会で声を掛け合い、より多くのメンバーや家族の参加を図る。また、日程を早めに決定することでスケ
ジュールを調整しやすくします。

予  算 内部事業資金 0 0 合  計 0

事 業 の 内 容 会員研修及び会員との交流を深める事業

定款（法人の事業又は目的）上の根拠 定款第4条 第1項 第8号

事業目的
（背景・目的）

年度の終わりに、多くのメンバーで集い、一年間の労をねぎらい、次年度への鋭気を養います。また、牛深
青年会議所のメンバーを招いて親交を深め、結束を深めます。さらに、メンバーの家族にも参加してもら
い、日頃の感謝を伝えるとともに、メンバーの誠実な人柄を知ってもらうことにより家族のＪＣアレルギー
を緩和し（ＪＣ活動への理解を得て）、今後の活動への参加を促進することを目的とします。

事 業 の 内 容 会員研修並びに会員同士の交流を深める事業 等

定款（法人の事業又は目的）上の根拠 定款第4条 第1項 第8号

事業目的
（背景・目的）

友好ＪＣである名寄青年会議所との交流を通し、更なる友好を深め、今後へ繋げていくことを目的としま
す。

事　  業　  名 名寄青年会議所との交流

事  業  番  号 その他1 事 業 実 施 月 通年

事 業 の 内 容 会員研修及び会員との交流を深める事業　等

定款（法人の事業又は目的）上の根拠 定款第4条 第1項 第8号

事業目的
（背景・目的）

同じ郷土で同じ志をもつ牛深青年会議所と、牛深ハイヤ等を通じて交流し、親交を深めることを目的としま
す。

事業概要
（方法・手段）

今年６５周年を迎えられる名寄青年会議所へ特別に心のこもった贈り物をする。又、各種大会参加時には積
極的な交流を図り、よりよい関係を築きあげます。

事　  業　  名 牛深青年会議所との交流

事  業  番  号 その他１ 事 業 実 施 月 通年

予  算 内部事業資金 0 0 合  計 0

事業目的
（背景・目的）

青年会議所として募金活動を行います。メンバーの前で発言することで、積極的な人材を育成します。

事業概要
（方法・手段）

牛深ハイヤをはじめとする各イベントに多くのメンバーで参加することで交流を深めます。又、牛深青年会
議所との連絡窓口となり、未来に繋がるより良い関係を築けるように交流をします。

事　  業　  名 スマイルの運営

事  業  番  号 その他1 事 業 実 施 月 通年

事　  業　  名 商工会青年部との交流

事 業 の 内 容 会員研修及び会員との交流を深める事業　等

定款（法人の事業又は目的）上の根拠 定款第4条 第1項 第8号

事業目的
（背景・目的）

２０１４年、天草の未来に向けて、活力ある社会の創出と明るい豊かな社会を実現するため、相互扶助の友
好関係を深める必要があり、天草地区商工会青年部と友好団体の締結をしました。天草を盛り上げる同志で
あり同年代の青年である商工会青年部メンバーと交流して友好を深め、天草に活気をもたらす事を目的とし
ます。

事業概要
（方法・手段）

例会時に依頼事項を募り、発言権と引き換えに募金活動を行います。



外部導入資金

定款（法人の事業又は目的）上の根拠 定款第4条 第1項 第8号

事　  業　  名 例会の企画及び設営と運営並びに議事録の作成・保存

事  業  番  号 その他１

事業目的
（背景・目的）

青年会議所では、目指すべき運動の方向性や政策をメンバー間で確認し、メンバー同士の親睦を深め、さら
にはメンバーが自己研鑽する場として、毎月例会を開催しています。出席率の向上と、出席したメンバーが
有意義な時間を過ごす場となることを目指し、円滑で有意義な例会運営を行うことを目的とします。また、
後の閲覧者のために、簡潔でわかりやすい議事録の作成・保存を行います。

事業概要
（方法・手段）

本年は、すべての委員会が例会を担当します。全メンバーが例会の企画、段取り、当日の準備を行うこと
で、メンバーの例会に対する意識改革に繋がると考えます。メンバーのスケジュール調整と、楽しく有意義
な例会にすることで出席率の上昇に繋げ、資料はペーパーレスを心がけ、事前配信、当日資料の不備をなく
し、参加者の限られた時間を有効に活用できるよう、効率的で時間厳守の例会運営に努めます。

事 業 実 施 月 ３月・１２月

事 業 の 内 容 会員研修及び会員との交流を深める事業

予  算 内部事業資金 0 0 合  計 0



１）三役会、理事会での意見と対応

２０１９年１０月３日（木曜日）

２０１９年１０月１４日（月曜日）

２０１９年１１月１日（金曜日）

２０１９年１１月１８日（月曜日）

２０１９年１２月６日（金曜日）

２０１８年１２月１７日（火曜日）

前回までの流れ（意見と対応）

●第２回三役予定者会議 ●開催日 討議

意見１：
地域芸能への取り組みの事業目的の、ミスターハイヤになれるほどのの部分は外した方がよい。

対応１：
削除しました。

意見２：
ＪＣブランドの推進は今年はしなくてよいのではないか。

●第２回理事予定者会議 ●開催日 討議

対応２：
削除しました。

対応１：
なし。

●第３回理事予定者会議 ●開催日 協議

意見１：
なし。

対応１：
なし。

●第４回理事予定者会議 ●開催日 審議

意見１：
なし。

対応１：
なし。

●第４回三役予定者会議 ●開催日 協議

意見１：
なし。

対応１：
なし。

意見１：
フォームが崩れている部分を修正してください。

対応１：
修正しました。

●第３回三役予定者会議 ●開催日 協議

意見２：
郷土芸能への取り組みの事業目的内の、新旧会員のという部分は不要だと思うので削除ください。

対応２：
削除しました。

意見３：
名寄青年会議所との交流について、来年名寄青年会議所は６５周年なので、そこに触れた文言を入れてください。

対応３：
６５周年を迎えられるにあたり、今年は例年より特別な友好を深めれる贈り物を贈ります。

意見１：
なし。


